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県
高
校
新
人
ゴ
ル
フ
競
技

大
会
が
、
２
月
20
日
（
月
）

に
宝
塚
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
新

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

女
子
個
人
の
部
で
、
小
川

う
ら
ら
（
２
年
神
戸
市
立
渚

中
）
が
71
ス
ト
ロ
ー
ク
で
、

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た

開
会
式
で
、
前
田
祥
冴
（
２

年
西
宮
市
立
山
口
中
）
が
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
過
ぎ
た
の
か
、
競
技
で
は

80

ス
ト
ロ
ー
ク
で
７
位
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。 

両
名
は
、
11
月
21
・
22
日

に
行
わ
れ
た
関
西
高
等
学
校

ゴ
ル
フ
選
手
権
決
勝
大
会
に

お
い
て
、
上
位
入
賞
を
果
た

し
、
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ

選
手
権
春
季
大
会
出
場
を
決

め
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
全
国
大
会
は
、
３
月

26
日
～
30
日
滋
賀
県
の
富

士
ス
タ
ジ
ア
ム
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
で
行
わ
れ
ま
す
。 

ちょっと一言 左から体育館校訓額、式次第がはめ込まれた校訓額、右端が中庭の校訓銘板です。 

   

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

【
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校

連
合
会
賞
西
本
理
音
（
神
戸
市

立
桜
が
丘
中
）
、
兵
庫
県
私
立

中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞
森

尚
輝
（
西
宮
市
立
真
砂
中
）
、

皆
勤
賞
41
名
の
代
表
森
仁
寿

（
淡
路
市
立
津
名
中
）
、
精
勤

賞
57
名
の
代
表
吉
田
雅
（
姫
路

市
立
飾
磨
中
部
中
）
、
ク
ラ
ブ

功
労
賞
64
名
の
代
表
堀
竜
大

（
和
歌
山
市
立
楠
見
中
）
、
金

星
会
賞
佐
藤
貴
成
（
同
中
）
、

育
友
会
賞
代
表
多
田
嵩
流
（
神

戸
市
立
多
聞
東
中
）
、
石
田
大

幸
（
明
石
市
立
魚
住
中
）】 

 

 

第
69
回
卒
業
証
書
授
与
式

が
２
月
17
日
（
金
）
に
体
育
館

に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
式
は
例
年
底
冷
え
す

る
中
で
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、

今
年
は
小
雨
が
降
っ
た
も
の

の
、
暖
か
な
気
温
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
344
名
を
代
表
し
て
、

三
宅
浩
史
郎
（
神
戸
市
立
御
影

中
）
が
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ 

 

 

卒
業
式
の
前
日
の
２
月
16

日
（
木
）
は
、
朝
か
ら
３
年
生

を
送
る
会
が
、
中
庭
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

在
校
生
代
表
と
、
運
動
部
、

文
化
部
の
在
校
生
各
代
表
か

ら
「
送
る
言
葉
」
が
述
べ
ら
れ
、

卒
業
生
も
同
様
に
３
名
が
挨

拶
を
し
ま
し
た
。 

【
在
校
生
代
表
小
山
敬
太
（
２

年
西
宮
市
立
大
社
中
）、
運
動

部
代
表
大
西
由
姫
（
剣
道
部
２

年
高
砂
市
立
松
陽
中
）、
文
化

部
代
表
宮
本
祐
樹
（
放
送
部
２

年
西
宮
市
立
真
砂
中
）、
卒
業

生
代
表
北
邨
靖
昻
（
前
生
徒
会

役
員
同
今
津
中
）
、
運
動
部
代

表
木
畑
和
弥
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
神
戸
市
立
上
野
中
）、
文
化

部
代
表
櫻
谷
宙
那
（
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
同
垂
水
中
）
】 

 

続
い
て
、
本
校
同
窓
会
の
金

星
会
か
ら
入
会
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
そ
し
て
３
年
間

の
思
い
出
を
ま
と
め
た
ビ
デ

オ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
各
種
表
彰
状
の
授
与 

ま
し
た
。 

 

送
辞
は
、
生
徒
会
長
の
小
山

敬
太
が
行
い
、
答
辞
は
大
西
凌

（
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
）
が
卒

業
生
を
代
表
し
て
行
い
ま
し

た
。 

 

送
辞
、
答
辞
と
も
に
素
晴
ら

し
く
、
多
く
の
出
席
者
か
ら
賛

辞
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
卒
業
記
念
品
は
、
体

育
館
前
方
壁
面
上
部
に
、
校
章

と
校
訓
の
額
と
、
中
庭
に
校
訓

の
銘
板
を
贈
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

体
育
館
の
額
に
は
、
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
、
卒
業
式
や
入
学
式

の
式
次
第
の
項
目
が
、
プ
レ
ー

ト
で
は
め
込
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
長
く
学

校
に
残
る
記
念
品
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

卒
業
生
の
前
途
に
、
幸
多
か

れ
と
祈
り
ま
す
。 

 


